
第63回(平 成20年 度)

日本セラミックス協会賞表彰

本会会員の うち,セ ラ ミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対する功績顕著 な方,セ ラ ミックス

の科学技術 の研究 な らびに技術上の業績顕著 な方に贈 る日本セ ラミックス協会賞については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会)に おいて,被 推薦候補者(功 労

賞は被推薦有資格者名簿から;学 術賞20件,進 歩賞9件,技 術賞6件,技 術奨励賞4件,功 績賞2件)に ついて

慎重に選考の結果,第63回(平 成20年 度)受 賞者候補者 として次の25件 の方々を選び,1月23日 開催の理事会

に諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式は,来 る6月5日(金)東 京(霞 が関ビル内 東海大学校友会館)で 開催 される第84回 通常総会

の席上において行われます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞3件]
山梨大学 木野村暢一

湘南工科大学 向江和郎

元 岡山大学 吉尾哲夫

[学術賞8件]

(独)産業技術総合研究所 淡野正信
東北大学 井奥洪二

京都大学 田部勢津久

東京工業大学 八島正知

東北大学 山根久典

東京大学 山本剛久

山梨大学 和田智志

東京大学 渡部俊也

[進歩賞5件]

(独)産業技術総合研究所 大矢根綾子

長崎大学 鎌田 海

山梨大学 武井貴弘

長岡技術科学大学 本間 剛

東京工業大学 吉田克己

[技術賞4件]
パナソニック エレク トロニックデバイス(株)

グループ代表 加賀田博司

ほか 加藤純一,井 上竜也,亀 山一郎

(株)東芝

グループ代表 須山章子

ほか 伊藤義康,津 野克彦,若 林俊克

堺化学工業(株)

グループ代表 日高一久

ほか 池田美昭,式 田尚志,大 釜信治

(株)住田光学ガラス 山本吉記

[技術奨励賞3件]

HOYA(株)坂 本美知子

(株)豊田中央研究所 野中敬正

太陽誘電(株)森 田浩一郎

[功績賞2件]

三重県工業研究所 伊藤 隆

京都府中小企業技術センター 矢野秀樹

(氏名 五十音順)

功労賞選考委 員会 委員長:藤 本勝司,委 員:宇 田川重和 ・曽我直弘 ・一ノ瀬 昇 ・平井敏雄 ・安田榮一 ・新原晧一 ・水谷尚

美 ・北條純一 ・岡田 清 ・岡田 明 ・宮山 勝 ・乾 信一

学術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞 ・選考委員会 委員長:岡 田 清,委 員:〔 学術賞 ・進歩賞選考分科会〕伊藤秀

章 ・井上 悟 ・大司達樹 ・宮山 勝 ・伊藤節郎 ・目 義雄 ・田中勝久 ・柳 澤和道 〔技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考分科会〕

島森 融 ・山本 茂 ・石崎雅人 ・河野芳明 ・石田 積 ・佐伯義光

RecipientsofThe63rdCerSJAwards

注)写 真 は 日本 セ ラ ミ ックス協 会 賞賞 牌(径7cm,中 央 部厚 さlcm,デ ザ イ ン 木村 四郎氏)
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功労賞

無機合成化学と協会への貢献

き の むら のぶかず

木野村 暢一氏

木野村暢一氏は,昭 和47年 大阪大学

理学研究科を修了後,大 阪大学教養部つ

いで大阪大学産業科学研究所における勤

務を経て,現 在は山梨大学医学工学総合

研究部附属クリスタル科学研究センター

において学生の教育と研究に従事してい

る.

同氏は,長 年にわたって新しい無機化

合物の合成,結 晶構造の決定およびキャ

ラクタリゼーションに関する研究を行

い,多 くの新 しい化合物の合成を行って

きた.中 でも,イ オン交換やインターカ

レーションなどのソフト化学的手法およ

び比較的低い温度での水熱合成法を用

い,通 常の合成法では得られない特異な

組成 と構造を持つ化合物の合成を行い,

これらの合成方法が新化合物合成のため

の有力な手法の1つ であることを明らか

にしたことは特筆に値する。

また,同 氏は当協会においては,行 事

企画委員長,論 文誌編集委員長,運 営企

画委員長,基 礎科学部会長および関東支

部長として協会の運営 ・発展に寄与 して

きた.

以上のように,同 氏の新規無機化合物

の合成に関する研究およびセラミックス

協会発展への貢献は多大であ り,セ ラ

ミックス協会功労賞に値するもの とし

て,こ こに推薦する.

略 歴 昭和47年4月 大阪大学教養部助手.

同50年10月 大阪大学産業科学研究所助手.

同56年7月 山梨大学工学部助教授.平 成7年

11月 山梨大学工学部教授.同15年4月 山梨

大学大学院医学工学総合研究部教授,現 在に

至る,理 学博士.

功労賞

電子セラミックスの科学技術 と産業の発

展への貢献

むか え かずお

向江 和郎氏

向江和郎氏は,昭 和44年 に富士 電機

製造(株)に 入社以来,ま た同55年 よ り

富士電機総合研究所において,電 子セラ

ミックスの研究開発,製 品化に従事 した.

特 に,サ ージアブソーバに用いられるプ

ラセオジム系酸化亜鉛バリスタを新規に

開発 し,そ の動作機構を解明するととも

に製造技術を確立し,製 品化 ・量産化に

成功 した.そ れらを高圧避雷器素子等の

大型素子へも展開し,製品化を達成 した,

さらに高温超伝導材料,セ ラミックセン

サ,圧 電セラミックスの研究開発にも従

事 し優れた成果を上げた.こ のように,

同氏はわが国の電子セラミックスの研究

開発を牽引し,製 品開発 と産業の発展に

大きく貢献した.こ れらの成果により昭

和61年 フルラス賞,平 成7年 科学技術

長官賞を受賞している.

また,同 氏は平成7年 に日本セラミッ

クス協会電子材料部会部会長,同13年

に行事企画委員会委員長に就任 し,協 会

理事 として電子セラミックス分野の振興

と協会運営に貢献 した.

以上のように同氏の電子セラミックス

科学技術 と産業に果た した功績および日

本セラミックス協会への貢献は多大であ

り,功労賞に値するものとして推薦する.

略 歴 昭和44年 東京大学大学院修士課程修

了,同 年富士電機製造(株)入社.同55年(株)

富士電機総合研究所基礎研究所,平 成3年 同

セラミックス研究所主席研究員,同11年 同研

究企画部参与.同16年 湘南工科大学非常勤講

師.同7年 日本セラミックス協会電子材料部

会部会長.同13年 同行事企画委員会委員長.

同7年 科学技術長官賞受賞.工 学博士.

功労賞

構造用セラミックスの腐食研究分野の開

拓と人材育成への貢献

よし お てつ お

吉尾 哲夫氏

吉尾哲夫氏は,昭 和39年 岡山大学に

奉職以来,教 育 ・研究に従事 し,ガ ラス

ならびに構造用セラミックスに関する顕

著な研究業績を上げ,関 連学 ・業界の発

展に大きく貢献 した.中 でも,先 進セラ

ミックスの水環境下での腐食現象を世界

で初めて明らかにし,米 国NASAと の

国際共同研究を通して,エ ンジンの"高

温燃焼環境"や 軽水炉の"高 温高圧水環

境"を 基幹腐食環境とする｢セ ラミック

スの腐食｣に 関する新規学術研究分野を

開拓した功績は極めて大きい.

また,同 氏はMo,W系 金属材料の内

部窒化処理による表面改質法を開発 し,

セ ラミックス微粒子の析出複合化による

金属の熱的 ・機械的特性ならびに耐食性

の向上に成功した.こ れら,構 造用セラ

ミックス ・金属系材料の耐苛酷環境特性

の向上と評価に関する一連の研究成果は

国内外で高 く評価されている.

さらに,同 大学における長年の教育,

研究指導により,多 くの有為な人材を育

成 し,関 連学 ・業界の発展に貢献した功

績は多大である.

以上のように,同 氏の構造用セラミッ

クスの科学 ・技術および産業の発展へ果

たした功績は顕著であり,日 本セラミッ

クス協会功労賞に値するものとして,こ

こに推薦する.

略 歴 昭和39年 岡山大学工学部工業化学科

卒業.日 本ペイント(株)入社.同 年9月 岡山

大学工学部勤務,助 手,講 獅,助 教授,平 成

8年 同大学環境理工学部教授.同19年 定年退

職,岡 山大学名誉教授.同21年 岡山大学アジ

ァ人財資金構想事業コーディネーター,現 在

に至る.そ の間,昭 和51年 窯業協会進歩賞受

賞.同53～54年 米国カリフォルニア大学

(UCLA)博 士研究員.工 学博士(京都大学).
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学術賞

セラミックス電気化学 リアクターの高性

能化に関する研究

あわの まさのぶ

淡野 正信氏

環境 ・エネルギー分野の課題解決に向

けて,電 気化学 リアクターは物質変換 ・

エネルギー変換の両面において重要なシ

ステムである.淡 野正信氏は,セ ラミッ

クスプロセス技術の研究開発により,微

細構造制御と微小部材の高度集積による

機能性向上を追及し,セ ラミックス電気

化学 リアクターの高性能化に関する重要

な成果を上げている.

電気化学浄化リアクターでは,電 気化

学反応を支配する電極構造をナノ～ミク

ロスケールで制御することにより,従 来

は困難であった,窒 素酸化物の選択吸着

と高濃度酸素共存下での飛躍的な高効率

浄化性能を実現した.革 新的な省エネ浄

化技術として,今 後の実用化展開が期待

されている.ま た,エ ネルギー応用 とし

て,マ イクロ固体酸化物形燃料電池の実

現に向けて取 り組み,セ ラミック部材の

微細化とその高度集積化のプロセス技術

開発により,低 温作動と世界最高の発電

出 力密 度 を達 成 して い る.

この よ う に,同 氏 は 電 気 化 学 リア ク

ター の 開発 を通 じ,環 境 ・エ ネ ル ギ ー問

題 解 決 に 向 け た セ ラ ミ ック ス の展 開可 能

性 を示 し,構 造 制 御 とプ ロ セ シ ング の材

料 科 学 の重 要 性 を 明 らか に した.よ っ て,

日本 セ ラ ミ ック ス協 会 学術 賞 に値 す る も

の と して推 薦 す る.

略 歴 昭和58年 北海道大学理学部卒業後,

企 業 を経 て,通 産省名古屋 工業技術試験 所研

究官,平 成13年(独)産 業技術総合研究所研究

チーム長,同17年 先進製造 プロセス研究部門

研 究 グルー プ長,現 在 に至 る.そ の 間,同5

～6年 通 産省 フ ァイ ンセ ラ ミックス室,同8

年英バー ミンガム大学 客員,同16年 よ り岐阜

大 学客員教授,同17年 よ り｢セ ラ ミックリア

クター開発｣プ ロジェク トリーダー.

学術賞

微構造デザインによる生体機能促進セラ

ミックスの創製

い おく こう じ

井奥 洪二氏

井奥洪二氏は,生 体に働 きかけ,生 体

機能を制御する斬新なリン酸カルシウム

セラミックスを独自の微構造デザインに

よって創製 し,特 に以下に示す重要な成

果を上げ,医 用セラミックスの分野にお

いて多大な貢献をした.

①水酸アパタイトのナノ結晶や繊維を

合成 し,そ れらを出発原料として,機 能

性微構造を持つ各種形状の水酸アパタイ

トの合成に成功した.こ れらは細胞活動

メカニズムの解明や再生医療足場材料と

して大きな期待が寄せられている.② 従

来の生体セラミックスの常識を覆し,細

胞進入できない約100nmの 微 細気孔が

組織再生に効果的であることを明らかに

し,気 孔制御 した水酸アパタイトで骨再

生の促進に成功 した.③ 特定結晶面を露

出する水酸アパタイト多孔体を開発し,

タンパク質吸着の選択性を向上させ,骨

再生が促進されることを明らかにした.

④水酸アパタイトを含む機能性複合セラ

ミックスによる生体材料および環境浄化

材料 を創製 した.

以上の成果は,生 命機能を制御する生

体材料の設計指針を与え,そ の利用拡大

に寄与するものとして国際的に高く評価

されており,日 本セラミックス協会学術

賞に値するものとして推薦する.

略 歴 昭和59年 上智大学理工学部化学科卒

業,平 成元年東京工業大学大学院総合理工学

研究科博士後期課程単位取得退学,同 年高知

大学理学部助手,同6年 山口大学工学部助教

授,同13年 同大学大学院医学研究科助教授,

同15年 東北大学大学院環境科学研究科助教

授,同18年 同教授,現 在に至る.工 学博士.

学術賞

ガラス ・セラミックスの構造制御による

新規希土類発光材料の開発

た なべ せ つ ひさ

田部 勢津久氏

田部勢津久氏は,希 土類電子光物性理

論を体系的に展開することにより,希 土

類 ドープガラスおよびセラミックスの光

物性 と局所構造との関係を解明し,光 機

能性材料の開発において重要な数多 くの

業績を上げてきた.特 に,｢広 帯域光増

幅 器用 ガラス材 料の 開発｣と｢白 色

LED用 結 晶化ガラス蛍光体の開発｣は

特筆すべ き成果である.前者の開発では,

4f電 子 遷移を利用 した希土類 ドープガ

ラスにおいて広帯域光増幅材料の設計指

針を明らかにし,C+L帯 域用のErド ー

プ重金属酸化物ガラスお よびS帯 域用

のTmド ープガラスを開発 し,波 長分割

多重通信の分野に大 きなインパクトを与

えた.後 者の開発 では,世 界で初めて

YAG析 出結晶化ガラスの開発に成功 し,

青 色LEDを 光源 とする高効率白色LED

お よび将来のハイパワーLEDの 可能性

を示し,固 体照明用結晶化ガラスという

新たな分野を開拓 し,照 明分野へ大 きな

インパクトを与えた.

以上の業績は,光 機能材料開発に新た

な設計指針を提示するものであり,そ の

波及効果は大きく,国 内外で高い評価を

受けておリ,同 氏を日本セラミックス協

会学術賞に値するものとして推薦する.

略 歴 昭和61年 京都大学工学部工業化学科

卒業.平 成2年 同大学院工学研究科博士課程

中退.同 年京都大学教養部助手.同4年 同総

合人間学部助手,同8～9年 米国ラトガース

大学客員研究員.同13年 京都大学総合人間学

部助教授.同15年 同大学院人間・環境学研究

科助教授,同20年 同教授,現 在に至る.
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学術賞

高温における無機物質の結晶構造および

電子 ・核密度分布の研究

や しま まさとも

八島 正知氏

セラミックス材料の特性と反応を制御

するには,高 温で結晶構造を精密に調べ

ることが有用である.八 島正知氏は,室

温か ら高温1900Kま での温度領域に試

料を保持 して,中 性子粉末回折および高

分解能放射光X線 粉末回折デ■一・一タをそ

の場測定可能な試料高温加熱装置を開発

し,高 温での精密構造解析の基盤技術を

確立 した.こ れらの加熱装置を用いてさ

まざまな材料の結晶構造解析,電 子 ・核

密度解析を行うことにより数多くの独創

的な成果を上げ,い わば高温精密構造物

性 と呼ぶことができる新分野を開拓 し

た.特 に,数 多くの酸化物イオン伝導体,

リチウムイオン伝導体,混 合伝導体およ

び触媒の不規則構造と可動イオンの拡散

経路を明らかにした.ま た,電 子材料,

光触媒,生 体材料,構 造材料およびナノ

粒子の結晶構造,相 転移および電子 ・核

密度分布を明らかにした.

以上の成果は,セ ラミックス誌のほか,

一流学術誌
,セ ラミックス協会年会 ・秋

季シンポジウム ・基礎討論会および国際

会議の基調 ・招待 ・依頼 ・トピックス講

演等にて数多く発表された.同 氏の研究

は,セ ラミックスの高温構造物性分野を

開拓 して国際的に高い評価を得ており,

日本セラミックス協会学術賞に値するも

のとして推薦する.

略 歴 昭和61年 筑波大学自然学類卒業.平

成3年 東京工業大学大学院材料科学専攻修了

(工学博士).同 年東京工業大学工業材料研究

所(現,応 用セラミックス研究所)助 手,同

9年 東京工業大学大学院総合理工学研究科材

料物理科学専攻助教授を経て,同19年 より同

准教授,現 在に至る.同ll年 シャルマース工

科大学客員教授.

学術賞

活性金属融液を利用した非酸化物セラ

ミックスの作製

やま ね ひさのり

山根 久典氏

溶液合成法は,機 能性セラミックスの

低温合成と結晶の形態や構造制御による

高機能化に有効な方法である.山 根久典

氏は,金 属ナトリウムに代表される活性

金属の融液をフラックスとして,窒 化物

などの非酸化物機能性セラミックスを合

成する新たな手法を開発 した.同 氏は,

金属ナ トリウムをフラックスとすること

により,従 来の方法と比較 してはるかに

低温,低 圧での窒化ガリウム単結晶の育

成に成功し,こ の方法を窒化クロムや新

規多元系窒化物の合成に応用 している.

また,木 材を金属ナ トリウムとケイ素の

混合融液で処理することにより,木 材組

織を有する炭化ケイ素セラ ミックスを

700℃ という低温で合成 した.さ らに,

金属ケイ素と炭素からなる圧粉体を金属

ナ トリウム蒸気 中で処理することによ

り,低 温で炭化ケイ素多孔体を作製する

ことにも成功 した.

以上のように,同 氏の開発 した活性金

属融液や蒸気を利用 した合成法は,非 酸

化物機能性セラミックスの合成に新たな

道を拓 くものであ り,日 本セラミックス

協会学術賞に値するものとして推薦す

る.

略 歴 昭和58年 鹿児島大学大学院理学研究

科修士課程修了.同61年 大阪大学大学院理学

研究科後期(博士)課程修了(理学博士).同 年

東北大学金属材料研究所助手.平 成8年 東北

大学素材工学研究所助教授.同15年 東北大学

学際科学国際高等研究センター教授.同18年

東北大学多元物質科学研究所教授.

学術賞

構造 ・機能セラミックスの粒界計測 と組

織制御に関する研究

やまもと たかひさ

山本 剛久氏

山本剛久氏は,透 過型電子顕微鏡法を

主体としたナノスケール粒界計測を,微

細組織形成,機 械特性などのマクロ特性

と密接に連携させた研究手法を展開し,

独 自の視点から数多くの研究成果を上げ

てきた.VC添 加WC-Coの 組 織制御に

関 す る研 究 で は,VC添 加 に よる

WC/Co界 面への数原子層のV偏 析およ

びマイクロファセット形成を見いだし,

WC粒 径制御に関する原子 レベルでの制

御法 を構築 した.BaTio3で は,数100

ppmレ ベ ルの陽イオン比で微細組織を

制御できることを見いだすとともに,粒

界静電ポテンシャル障壁の制御法ならび

に固相法での単結晶作製法を考案した.

最 新 のSTEM-HAADF法 に よる粒界

ドーパ ン トの直接観察に も成功 してい

る.希 土類添加高強度アルミナでは,粒

界に偏析した希土類イオンの単原子 カラ

ム観察に成功し,その電子状態計測から,

このイオンが粒界共有結合性を強める結

果マクロ強度が向上することを突 き止め

た.こ れらの研究成果は,国 際的に著名

な論文誌に多数発表され,画 一的な計測

にとどまらず,常 にマクロ物性 との相関

性に着目した先駆的研究として高 く評価

されており,日 本セラミックス協会学術

賞に値するものとして推薦する.

略 歴 平成元年東京大学工学系研究科材料

学専攻修士課程修了.同 年同専攻助手,同9

年博士(工 学)取 得,同13年 同新領域創成科

学研究科物質系専攻准教授に着任,現 在に至

る.同 工学系研究科総合研究機構兼務,ナ ノ

構造研究所((財)フ ァインセラミックスセン

ター)客 員研究員.
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学術賞

メゾ複合構造制御によるペロブスカイ ト

型強誘電体の物性向上

わ だ さと し

和田 智志氏

ペロブスカイ ト型強誘電体は,積 層セ

ラミックスキャパ シタ(MLCC)や 圧電

デバイス材料 として広 く使用 されてい

る.MLCCに 関 しては,最 近の小型 ・

大容量化への要求に応えるため誘電体層

の薄層化が図られているが,誘 電率が粒

子径にともない減少するサイズ効果が実

用上大きな問題となっている.一 方,圧

電デバイスには従来からチタンジルコン

酸鉛を主成分とするセラミックスが使用

されているが,環 境への配慮から高性能

非鉛系圧電体 の開発が急務 となってい

る.

このような状況下で和田智志氏は,化

学組成の探索を基本とする従来の材料開

発手法に代わり,強 誘電体ナノ粒子の表

面層あるいは強誘電体単結晶の ドメイン

構造など,メ ゾスコピック領域での複合

構造(メ ゾ複合構造)を 制御 ・活用する

研究を行い,誘 電率や圧電特性などの強

誘電体物性の飛躍的向上が可能であるこ

とを実証する貴重な研究成果を上げてい

る.そ の成果は,メ ゾ複合構造制御に基

づいた,ペ ロブスカイト型強誘電体の特

性向上のための新たな材料開発指針を提

示するとともに,セ ラミックス材料科学

の新たな領域を開拓 した学術的意義があ

る.よ って,日 本セラミックス協会学術

賞に値するものとして推薦する.

略 歴 平成3年 東京工業大学大学院総合理

工学研究科材料科学専攻修了(工学博士),同

年東京農工大学工学部助手,同8～9年 ペン

シルバニァ州立大学MRL文 部省在外研究員,

同11年 東京工業大学大学院理工学研究科助

手 ・助教授,同19年 山梨大学大学院医学工学

総合研究部助教授,准教授,教授,現在に至る.

学術賞

表面濡れ性を制御した光触媒薄膜の機能

とその応用に関する研究

わたなべ とし や

渡部 俊也氏

酸化チタンを代表 とする光触媒薄膜

は,セ ルフクリーニング材料,空 気 ・水

浄化材料などとして,人 々の生活になく

てはならない材料となっている.今 日の

光触媒技術の応用分野 は多岐にわたる

が,そ の大半を占めるセルフクリーニン

グへの応用は,渡 部俊也氏による光触媒

表面での超親水性現象の発見に端を発 し

ていると言っても過言ではない.こ の歴

史的な発見の後,同 氏は同現象の発現機

構を解明するとともに,光 触媒表面での

濡れ性制御範囲を,親 水性から撲水性領

域にまで広げ,液 滴の転落性 を支配する

動的撲水性の基礎的理論の構築にも大い

に貢献した.こ れらの研究成果を掲載 し

た論文は引用件数も極めて多 く,国 内外

の研究者に多大な影響を与え,こ れによ

り｢光 励起反応による表面濡れ性制御｣

という新たな研究分野を切 り開いたこと

は特筆に値する.さ らに,同 氏は光触媒

の応用展開について も精力的に取 り組

み,企 業 と共同で多 くの実用製品を生み

出す とともに,大 学における知的財産 ・

産学連携に関しては,我 が国のオピニオ

ンリーダーの役割を果たしている.以 上

の業績は,日 本セラミックス協会学術賞

に十分値するものとして,こ こに推薦す

る.

略 歴 昭和34年 東京都生まれ,東 京工業大

学博士課程修了(工学博士),TOTO(株)事 業

部次長を経て,平 成8年 より東京大学先端科

学技術研究センター客員教授,同11年 より同

教授,国 際産学共同研究センター長を務める.

現在,先 端科学技術研究センター教授,工 学

系研究科技術経営戦略学専攻教授を兼坦.

進歩賞

過飽和溶液場を用いたアパタイト複合体

の創製と医療応用

おお や ね あや こ

大矢根 綾子氏

ヒトの硬組織の主要無機成分である水

酸 アパ タイ トは生体親和性 に優れてお

り,表 面にアパタイト層を有する複合材

料は,医 療用材料として有用である.

大矢根氏は,過 飽和溶液からのアパタ

イトの析出と溶液組成や材料表面特性 と

の関係を明らかにし,表 面を化学修飾し

た高分子材料上に過飽和溶液からアパタ

イトを析出させた複合体の創生に成功 し

た.こ の方法は,エ チレンービニルアル

コール共重合体,ポ リエチレン,ポ リ乳

酸など多種の高分子材料に応用可能であ

り,繊 維,ス ポンジ,多 孔体などのさま

ざまな形状に有効である.ま た,こ の手

法を用いてアパタイ ト層中にタンパ ク

質,抗 菌剤,DNAな どの生理活性分子

を担持できることを見いだ し,生 理活性

成分がアパタイト層から徐放されること

を示 した.こ の成果をもとに,繊 維芽細

胞成長因子FGF-2を 担持 した細菌感染

を予防する経皮デバイスや,ラ ミニンと

DNAを 複合担持 した高効率遺伝子導入

システムの開発 に成功 している.

このように同氏の研究成果は生体材料

分野において大きな進展 をもたらしてお

り,日 本セラミックス協会進歩賞に値す

るものとして推薦する.

略 歴 平成9年 京都大学工学部工業化学科

卒業.同14年 同大学大学院工学研究科材料化

学専攻博士課程修了.博 士(工学).同 年(独)

産業技術総合研究所高分子基盤技術研究セン

ター研究員.同16年 同研究所ナノテクノロ

ジー研究部門研究員.現 在に至る.
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進歩賞

電気化学プロセスを利用した新規な機能

性無機材料の創製

かま だ かい

鎌田 海氏

電気化学反応を利用した新規な原理に

基づく固体系および溶液系双方に適用可

能な独創的材料作製プロセスを開発して

いる.

固体系においては,イ オン伝導体 と異

種固体の界面で起こるイオン輸送現象を

利用 した無機固体材料の微細加工プロセ

スを開発 している.伝 導体から固体への

イオン拡散を利用した局部的 ドーピング

技術や固体からのイオン抽出による表面

微細加工技術がその代表的成果である.

これらの成果は,電 解質やセンサーと異

なるイオン伝導体の新たな応用分野開拓

に寄与するものである.

溶 液系においては,電 気化学反応に

よって得られる生成膜の機能向上や機能

付与を目的どして,新 規なプロセスの提

案あるいはプロセスの改善について研究

成果を上げている.代 表的成果は,水 溶

液中の電極反応過程に光を照射 して生成

膜質を向上 させる方法,ま た,水 溶液中

では不安定な金属イオンを有機溶媒中で

安定化 させて酸化物薄膜を合成する方法

である.

以上のように,鎌 田 海氏は,電 気化

学的手法を巧に発展させた新規セラミッ

クス合成法を開発 し,機 能性セラミック

ス材料開発研究発展に大いに貢献する成

果を上げており,日 本セラミックス協会

賞進歩賞に十分値するものとして推薦す

る.

略 歴 平成9年 熊本大学工学部応用化学科

卒業.同15年 同大学院自然科学研究科生産シ

ステム科学専攻修了.博 士(工学).同11年 熊

本大学工学部助手.同16年 九州大学大学院工

学研究院助手 ・助教,同19年 梨花女子大学校

リサーチプロフェッサー.同20年 より長崎大

学工学部助教,現 在に至る.

進歩賞

電気化学的手法による無機ナノシート複

合膜の構造制御

たけ い たかひろ

武井 貴弘氏

電導性ポリマーを層間に導入 した無機i

一有機複合膜は
,帯電防止コーティング,

太陽電池,キ ャパシタなどへの応用が期

待 される新規な材料である.武 井貴弘氏

は,さ まざまな無機iナノシート溶液から

電気化学的な処理により構造を制御 した

無機一有機複合膜の合成に成功 した.

同氏は,各 種の層状金属リン酸塩ナノ

シー トとアニリンの混合溶液を電気化学

的に処理することにより,電 気泳動で製

膜 させると同時にアニリンを電解重合さ

せ,ポ リアニリンが層間に挿入された,

基板に配向したリン酸塩ナノシー ト複合

膜を作製した.さ らに,リ ン酸ジルコニ

ウムナノシー トを有機シランで化学修飾

することにより,層 間にナノ空間を構築

することができ,ポ リアニリンとの複合

膜のキャパシタンスを向上できることを

示 した.ま た,マ ンガン酸塩ナノシート

からも電気泳動法によりキャパシタンス

の高い膜を合成 している.

このように,同 氏の無機 一有機複合膜

作製の研究成果は他の系への応用も可能

で,エ ネルギーや電子材料分野への貢献

が期待され,日 本セラミックス協会進歩

賞に値するものとして推薦する.

略 歴 平成7年 東京工業大学工学部無機材

料工学科卒業.同12年 同大学院理工学研究科

無機材料工学専攻博士課程修了.博士(工学),

同年山梨大学工学部助手.同17～18年 ペ ン

シルベニア州立大学客員研究員.同20年 山梨

大学大学院医学工学総合研究部准教授,現 在

に至る.

進歩賞

レーザー誘起局所加熱によるガラスの新

たな結晶化法に関する研究

ほん ま つよし

本間 剛氏

本間 剛氏は,酸 化物ガラス基板上に

位置選択的に高配向性を有する結晶 ドッ

トやラインをパターニングするレーザー

誘起結晶化法を提案,展 開し,そ の技術

を確立 した.こ れは,通 常の電気炉を用

いた熱処理では到底なし得ない新たなガ

ラスの結晶化手法であり,次 世代フォト

ニックガラス創製の革新的技術として注

目されている.特 筆すべ き成果を以下に

示す.(1)希 土類イオン(Sm3+,Er3+な

ど)や 遷移金属イオン(Cu2+,Ni2+な ど)

を含むガラスに汎用の連続発振型Yb添

加ファイバーレーザーなどを照射するこ

とによ り,β 一BaB204やLiNbO3な どさ

まざまな非線形性/強 誘電性結晶をガラ

ス表面に自在にパターニングできること

を示 した.直 線状だけではなく,屈 曲し

た結晶ラインのパターニングも可能であ

る.(2)結 晶 ラインは極めて高配向であ

るため光導波路 として機能すること示 し

た.(3)レ ーザー照射による結晶化機構

を解明 した.

以 上のように,同 氏の展開 している

レーザーによるガラスの結晶化手法は,

ガラスを中心とする機能性セラミックス

の設計と創製研究に多大な貢献をするも

のであり,日 本セラミックス協会進歩賞

受賞に十分値するものとして推薦する.

略 歴 平成13年 長岡技術科学大学工学部材

料開発工学課程卒業,同16年 同大学院工学研

究科博士課程エネルギー・環境工学専攻修了,

博士(工学),同 年三菱電機(株)入社,同17年

長岡技術科学大学産学連携研究員,同19年 よ

り長岡技術科学大学工学部助教.
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進歩賞

界面 ・微構造制御による繊維強化複合材

料の特性向上に関する研究

よし だ かつ み

吉田 克己氏

セラミックス基繊維強化複合材料は,

航空宇宙,エ ネルギー分野のキーマテリ

アルであり,高 信頼性耐熱材料 として期

待されているが,特 殊な作製プロセスの

ため高コス トであり,材 料内部に多量の

空隙 ・気孔が残存するため,こ れによる

特性低下などの問題があった.

吉 田克己氏は,炭 化ケイ素を中心とし

た繊維強化複合材料について,繊 維/マ

トリックス界面および微構造制御に基づ

く独 自の作製プロセスを考案 し,熱 的 ・

機械的特性に優れる高密度の複合材料の

創製に成功 している.ま た,電 気化学的

手法により,繊 維表面への均一な被覆お

よび繊維問へのマ トリックス形成を可能

とする新たなプロセスを開拓 している.

さ らに,特 性発現に著 しい影響を及ぼ

す界面特性を定量的に評価 し,機 械的特

性 との関係を明らかにしている.ま た,

モデルの構築 ・解析により高熱伝導化の

指針を導出し,実 際に繊維強化複合材料

として世界 トップレベルの熱伝導率を達

成 している.

繊 維強化複合材料の基盤技術を構築

し,実 質的な製造方法に対する方針を見

いだした同氏の業績は,今 後重要となる

この材料の進展に大 きく貢献するもので

あり,日 本セラミックス協会進歩賞に十

分値するものとして推薦する.

略 歴 平成13年3月 東京工業大学大学院理

工学研究科原子核工学専攻博士課程修了.同

年6月 千葉工業大学工学部工業化学科(同15

年4月 より生命環境化学科)助 手.同16年10

月(独)産業技術総合研究所先進製造プロセス

研究部門研究員.同19年3月 より東京工業大

学原子炉工学研究所助教,現在に至る.博士(工

学).

技術 賞

積層 フィルタ用Bi系 マイクロ波誘電体

セラミックスの開発

か が た ひろ し か とう じゆんいち

加賀田博司氏 加藤 純 一氏

いの うえ たつ や かめやま いちろう

井上 竜也氏 亀山 一郎氏

低温同時焼成セラミックス(LTCC)

を使用 した高周波積層フィルタは,現 在

携帯電話などに使用され,無 線機器の小

型化に貢献 している.従 来の誘電体は,

高誘電率セラミックスとガラスの複合材

で,焼 成温度に対する誘電特性の変化が

大 きいという課題があった.

加賀田氏 らは,Bi-Ca-Nb-0系 におい

て,高 誘電率(εr=58)で 低誘電損失の

新規マイクロ波誘電体を開発した.

開発材料は単一相で,焼 成温度による

誘電特性の変化が小さく量産性に優れて

お り,ま たCuOを 添加することで低温

焼成化(900℃)し,内 部電極 に導電率

が高いAgの 使用を可能とした.こ れら

ビスマス系誘電体のマイクロ波誘電特性

を平成4年 に世界で初めて報告し,こ の

報告を契機にビスマス系誘電体の研究開

技術賞

高強度反応焼結Sicミ ラーの宇宙用光

学系への適用開発

地球観測センサや天文観測用望遠鋸

の宇宙用光学系に用いられるミラー1

は,高 い比剛性と優れた熱安定性とい・

Sicの 材料特性を活かしたうえに,さ1

に緻密で高強度 を有する大型のSic・

ラーが必要とされている.

須 山氏らは,反 応焼結SiCの 強度特1

に及ぼす微細構造の影響を明らかにし,

反応プロセスの最適化で微細構造をナ.

レベルで制御 し,緻 密でかつ高強度を著

する反応焼結Sicの 製造技術 を構築1

た.本 法による反応焼結Sicは 世界最召

の曲げ強度IOOOMPaを 有 し,か つ無

孔であるため通常の鏡面研磨加工によ1

表 面粗 さlnm以 下 にす ることがで1

る.ま た焼結収縮率が0.5%未 満 と小;

く,直 径lm級 の大型軽量ミラーの製i

が可能となった.さ らに焼成温度が大唯

発 が 世 界 中 で行 わ れ る よ うに な っ た.そ

して 開発 材 料 を用 い た独 自構 造 を もつ 高

周 波 積 層 フ ィ ル タ は商 品化 さ れ,高 周 波

LTCCデ バ イス事 業 創 出 に 繋 が った.

以 上 の よう に 同氏 らが 開発 した マ イ ク

ロ波 誘 電体 材 料 の技 術 的価 値 は高 く,同

氏 ら の業 績 は 日本 セ ラ ミ ック ス協 会 技 術

賞 に値 す る もの と して推 薦 す る.

所属等

加賀 田博 司 パ ナソニ ック エ レク トロニック

デバ イス(株)開 発技術 セ ンター先行技 術 開

発研究所 チームリーダー.

加藤純一 元パナソニ ック(株)本 社R&D部 門.

井上竜也 パ ナソニ ック エ レク トロニックデ

バ イス(株)デ バイス アプ リケー ションセ ン

ター フィール ドアプリケ ーシ ョンエ ンジニ

ァグループ主任技師.

亀山一郎 パ ナソニ ック エ レク トロニ ックデ

バ イス(株)回 路 部品 ビジネ スユ ニ ッ ト開発

企画 グループ主任技 師.

す やま しよう こ い とう よしやす

須山 章子氏 伊藤 義康氏

つ の かつひこ ロコ ヨあ コ の

津野 克彦氏 若林 俊克氏

に低いため,環 境負荷を小 さくできる.

本法によるSiCは,ミ ラーとしての有

効性が確認され,先 進型小型衛星やハイ

パースペク トルセンサへの適用が決定 し

ている.さ らに今後多 くの衛星への搭載

も予定 されていて,宇 宙物理や宇宙産業

の発展に貢献することが期待 される.こ

れらの業績は日本セラミックス協会技術

賞に値するものとして推薦する.

所属等

須山章子(株)東 芝 電力 ・社会システム技術

開発センター主査.

伊藤義康(株)東 芝 電力 ・社会システム技術

開発センター首席技監.

津野克彦NEC東 芝スペースシステム(株)技

術本部エキスパート.

若林俊克 日本ファインセラミックス(株)取

締役社長.
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技術賞

水熱法による高結晶性チタン酸バリウム

微粉体の開発と工業化

ひ だか かずひさ いけだ よしあき

日高 一久氏 池田 美昭氏

しき だ たか し おおがま しん じ

式田 尚志氏 大釜 信治氏

電子機器の主要部品の1つ である積層

セラミックコンデンサの高機能化,低 コ

ス ト化のためには,高 純度で十分に組成

比が制御 され,微 細かつ均一な粒子径,

優れた結晶性を有するチタン酸バリウム

原料が必要 とされる.

日高一久氏らは,チ タン酸バリウムの

製法 として他に先駆けて水熱合成法を適

用 し,積 層セラミックコンデンサ用原料

に適 した球状微粒子を開発した.さ らに

量産性に優れる連続水熱合成反応プロセ

スの製造技術を確立 し,工 業化を成し遂

げた.開 発 したチタン酸バリウムは粒子

径を0.05～0.5μm間 で任意 に制御す

ることができ,誘 電体損失が非常に低い

特徴を有する.こ のため,低 温焼成性お

よびバイアス特性に優れるなど,薄 層化

に有利 となり,積 層セラミックコンデン

サの小型化,高 容量化,高 耐圧化等の高

機能化および内部電極の銀合金化 ・卑金

属化による低コス ト化に大きく寄与 して

きた.

以上のように同氏 らの業績は,我 が国

の積層セラミックコンデンサの発展に大

きく貢献 してきたものとして高 く評価さ

れ,日 本セラミックス協会技術賞に値す

るものとして推薦する.

所属等

日高一久 堺化学工業(株)事業推進室資材部

長.

池田美昭 堺化学工業(株)電子材料事業部大

剣工場長.

式田尚志 堺化学工業(株)電子材料事業部大

剣工場 技術課長.

大釜信治 堺化学工業(株)中央研究所.

技術賞

高屈折率(nd>2.00)モ ール ド成形用光

学ガラスの開発

やまもと よしのり

山本 吉記氏

従来,カ メラ用高性能レンズは,多 数

の球面ガラスレンズを組み合わせて設計

されてきた.デ ジタル光学機器 の普及 ・

発展に伴い,高 性能を維持しながら小型

化あるいは部品点数低減を可能にするレ

ンズ用光学材料が求められている.こ の

要求への対応策として,モ ール ド成形可

能な光学ガラスを用いた非球面レンズが

提案されてきた.

山本氏は,精 密モールド成形可能な光

学ガラスに必要とされる,｢低 い加工温

度｣｢金 型との反応低減｣を 満足するだ

けでな く,｢材 料内散乱の原因となる結

晶化抑制｣｢nd2を 越 える高屈折率｣｢可

視光域の高透過率｣を 併せ持つ材料を開

発した.

さらに,組 成や溶融方法に工夫を加え

ることで,｢nd2.14の 高屈折率｣を も実

現した.

これ らの活動によって,コ ンパクトか

つ広角撮影可能なデジタルカメラが実現

した.こ れらの業績は日本セラミックス

協会技術賞 に値するものとして推薦す

る.

所属等

山本吉記(株)住 田光学ガラス研究開発本部

素材開発部副主席技師.

技術奨励賞

骨形成に優れた超高気孔率多孔質セラ

ミックス人工骨の実用化開発

さかもと み ち こ

坂本 美知子氏

(HOYA儲 朱))

人工骨には従来の｢骨 欠損部の補填｣

という目的だけでなく,｢骨組織の再生 ・

機能の再建｣と いう高度な機能が要求さ

れている.そ のため,骨 を作る細胞や血

管が材料内部に入 りやすい高気孔率構造

が試み られているが,従 来技術ではハイ

ドロキシアパタイ トの気孔率を高めると

材料強度が低下 し,実 用に耐えることが

できなかった.

坂本美知子氏は,従 来の製造プロセス

を原材料性状や設備の面から見直 し,操

作性に問題ない強度を保ち,均 一なマク

ロ気孔,細 胞接着性に優れたミクロ気孔,

骨組織 と一体化する連通気孔の三重気孔

構造を持った世界最高水準の気孔率のハ

イ ドロキシアパタイ ト製人工骨を開発

し,そ の有効性を非臨床試験によって証

明 した.さ らに臨床現場でも優れた効果

が確かめられ,医 療分野においても高い

評価を得ている.ま た,こ の材料構造は

再生医療用の細胞の足場材料や薬剤の担

体としても期待されている.

以上のように,同 氏は骨形成に優れた

超高気孔率多孔質セラミックス人工骨の

実用化に関 して優れた業績を上げてお

り,日 本セラミックス協会技術奨励賞に

値するものとして推薦する.

略 歴 平成12年3月 信州大学工学部物質工

学科卒業,同14年3月 北陸先端科学技術大学

院大学材料科学研究科修了,同年4月 ペンタッ

クス(株)(現,HOYA(株))入 社.ニ ューセラ

ミックス事業部開発部にてリン酸カルシウム

系セラミックス人工骨の実用化開発と有効

性 ・安全性評価を担当.
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技術奨励賞

放射光 を利用 したXAFS法 の材料研究

への適用

の なか たかまさ

野中 敬正氏

((株)豊田中央研究所)

XAFS法 は,材 料中の元素の化学状態

およびその周辺の短範囲構造を元素選択

性を有 して観測できる手法であるが,効

率的な測定には放射光の利用が不可欠で

あり,材 料研究への応用は未だに十分 と

は言いがたい,

野 中氏は本手法 に早 くから着 目し,

SPring-8を 利用 して本手法の材料研究

への適用 を図 り,さ まざまな材料の構

造 ・状態解析にその有用性を明らかにし

てきた.ま ず,LiNiCoO2系 のLiイ オン

電池正極材料 にXAFS法 の適用を試み,

本材料の電池材料 としての化学状態が

Niの 価数変化 を追跡 して明らかにでき

ることを示 し,透 過XAFS法 に加え,

マ イクロXAFS法 お よび転換電子収量

XAFS法 な どを駆使 し,材 料劣化の機i構

を明らかにした.

また,排 気浄化触媒の貴金属担体 とし

て実用化 されているCeO2-ZrO2系 複 合

酸化物において,酸 素の吸放出能 と材料

の分散性の関係を明らかにした.

さ らに,ゴ ムメタルやAu/γ 一MnO2触

媒 の解析に貢献 している.

同氏はXAFS法 の専門家 として数々

の新規材料の研究開発に貢献しており,

以上の業績は本協会の技術奨励賞にふさ

わしく,推 薦する.

略 歴 平成9年 東京大学大学院理学系研究

科物理学専攻博士前期課程修了,同10年(株)

豊田中央研究所入社,同19年 名古屋大学大学

院工学研究科物質制御工学専攻博士後期課程

修了(博士(工学)).

技術奨励賞

積層セラミックスキャパシタの寿命に関

する研究

もり た こういちろう

森田 浩一郎氏
量 自旨

情報通信機器の小型 ・高性能化進展の

基本要素として,積 層セラミックスキャ

パシタの小型化 ・高容量化が進んでい

る,こ の実現手段 として,キ ャパシタの

誘電体厚み低減が進められ,そ の厚みは

1μmを 下回るようになってきた.

森田氏は,積 層セラミックスキャパシ

タの寿命発現機構調査 に取 り組み,｢誘

電体中の遷移元素Mnに よる寿命改善メ

カニズム｣｢高 温高電界下の電気伝導に

おける,電極界面および結晶粒界の役割｣

を明確にした.

さらに,積 層セラミックスキャパシタ

寿命劣化に支配的役割を持つ,誘 電体中

の酸素欠陥の総量 と,高 電界下での移動

量を電気的測定で見積 もる技術を開発 し

た.

この技術によって,高 信頼性組み込み

に必要な組成調整 と微細構造設計の判断

技術が高まり,高 信頼1生を持つ小型 ・高

性能積層セラミックスキャパシタが実現

した.こ れらの業績は,日 本セラミック

ス協会技術賞に値するものとして推薦す

る.

略 歴 平成8年 東北大学工学部金属工学科

卒業,同10年 同大学工学研究科修士課程終了.

同年,太 陽誘電(株)入社.現 在,商 品開発本

部材料グループにてセラミックスキャパシタ

用誘電体材料の開発に従事.

功績賞

陶磁器製造技術に関する試験 ・研究と業

界指導に関する功績

い とう たかし

伊藤 隆氏

伊藤 隆氏は,三 重県四日市一伊賀地

域における陶磁器製造技術に関する試験

研究を通じて,製 造技術改良,品 質向上

および新製品開発に努めるとともに,知

識 ・技術を普及指導 し,県 下陶磁器業界

の発展 に尽 くした.

同氏の研究成果を地域企業へ技術移転

した主な例 として,ペ タライ ト系耐熱陶

器への焼結助剤添加による易焼結化 と特

性改善,伊 賀焼土鍋の素地組成 と熱膨張

特性の相関からの最適杯土組成の解明,

電磁調理(IH)土 鍋 用セラミック発熱

体の開発 とその発熱特性の解明,耐 火セ

メントを結合材 とした大型セラミック部

材の製造技術開発,ゴ ム手袋用陶磁器製

型材の原料組成の最適化による強度 ・耐

久性の向上,ビ ー ドロ紬の組成改良によ

る結晶生成の抑制 と各種量産食器へのさ

まざまな着色の実現などが挙げられる.

人材育成 ・技術支援関係に関しては,

陶磁器技術者を対象 として毎年多 くの技

術講演を行って知識 ・技術の普及を進め

るとともに,業 界内外からの数多 くの技

術相談 ・依頼試験に対応 して業界の課題

解決に貢献 している.

これらの業績と努力は,日 本セラミッ

クス協会功績賞に値するものとして推薦

する.

略 歴 昭和51年 名古屋工業大学工学部無機

材料工学科卒業.同 年三重県窯業試験場(現,

三重県工業研究所窯業研究室)勤 務.平 成18

年同窯業研究室伊賀分室長.現 在に至る.
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功績賞

京都府の窯業製品製造技術に関する研究

開発と技術支援

や の ひで き

矢野 秀樹氏

矢野秀樹氏は,京 都府立中小企業総合

指導所(現,京 都府中小企業技術セ ン

ター)に 入所以来,30年 以上にわたり,

窯業原料調査,陶 磁器および紬薬製造技

術の開発,技 術移転および指導等京都府

内外の窯業業界の発展に大 きく貢献 し

た,

主な業績は,① 京都府下の5地 域の窯

業原料鉱山を調査分析および公開し,日

本の窯業原料のデータベース化に協力,

② 京都府内の中小企業に対 して200件 以

上の巡回技術指導を行い,企 業技術の刷

新 と向上に寄与,③ 従来品よりも化学的

耐久性が高く,か つ加飾特性の良い陶磁

器用高鉛耐酸上絵具を開発 し,こ の技術

を業界に移転 して製品の品質向上 に貢

献,④ 地元業界 と協力 し,低 融点無鉛ガ

ラスを基材 とした絵画用絵具を開発 し業

界を支援,⑤ 地元陶磁器技術者の紬薬に

関する技術支援のためセンター内に京都

陶磁器粕薬研究会を設立 し,業 界におけ

る紬薬技術の向上 ・振興に貢献したこと

などが挙げられる.

これら長年の努力と業績は,日 本セラ

ミックス協会功績賞に値するものとして

推薦する.

略 歴 昭和47年 京都工芸繊維大学工芸学部

窯業工芸学科卒業。同49年 同大学大学院工芸

学研究科窯業工芸学専攻修了(工学修士).同

51年 京都府入庁,京 都府中小企業総合指導所

配属.同57年 京都大学研修員(大学院理学研

究科化学専攻)修了.平 成20年 京都府中小企

業技術センター主任研究員(副 課長級)現 在

に至る.
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